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D60･D70ディジタル交換機のハードウェアとソフトウェア
Hardwareand Softwareof D60/D70DigitalSwitching SYStemS

公衆電気通信サービスの多様なニーズに対応するため,高品質かつ柔軟性に富ん

だディジタル通信網であるINSの構築が必要である｡この中核としてD60･D70ディ

ジタル交換機が開発された｡

本交換機は,(1)小局から大局まで及び各種のサービス要求に対し,統一したアー

キテクチャを適用,(2)ディジタル加入者線インタフェースの提供などを主なねらい

とし,これを実現するため,ハードウェア,ソフトウェアとも(1)ビルディングブロ

ック構成の徹底,(2)インタフェースの標準化が行なわれ,更に最新のテクノロジー

を用いたカスタムLSIが大幅採用きれている｡

これにより,所期のねらいを達成し,今後,INS構築のイ足進に大きく寄与するもの

と期待される｡

山 緒 言

電話だけでなく,データ,画像など非電話系サービスを提

供するディジタル通信網であるINSの中核として高機能,高

性能のディジタル交換機が必要である｡

通信網を構成するためには,加入者線を収容しそのトラヒッ

クを集束し,交換する加入者線交換機能,集束された呼を各

方路に分配する中継交換機能が必要である｡INS(高度情報通

信システム)では異種の綱間を接続するため,相互のインタフ

ェース変換を行なう関門交換機能をも必要とする｡従来の電

話用だけの通信網ではアナログ音声を交換すれば事たりた

が,INSでは,ディジタル交換機能が必要となる｡更に,これ

らは各々の機能が異なるだけでなく,それぞれの交換機が設

置されている局ごとに回線数,必要能力も大幅に異なる｡

このような広範な要求に対して,D60･D70ディジタル交換

機(以下,D60･D70交換機と略称する｡)が開発された｡表1

に主要諸元を示す｡両者は,異なる名称をもつが,同一のア

ーキテクチャを適用することにより多くのソフトウェア,ハ

表I D60･D70交換機主要諸元 D70は加入者線を集束し交換する加入

者線交換機,D60は集束された呼を各方路に分配する中継交換機である｡またD60

は異種の網間を接続する機能を付加することにより関門交換機として用いられる｡

項日 撃_準 D70 D60

適 用 階 て い 加入者線交換機 中継交換機(関門交換機)

適用ヌ見模

(最大)

通話j洛系 100′000加入 4.800アーラン 事4′000匡Ⅰ線9,600アーラン

制 御系 450.000BHCA 480′000BHCA

ディジタル信号交換単位 64kビット/秒(8ビット/サンプル×8kサンプル/s)

1奴 容 宅 内 装 置

電話機

非電話系宅内装置

例:高速ファクシミリ

データ用宅内装置

信

‾弓‾

方

式

加 入 者 繚
アナロク1言号一方式(DP,PB)

ディジタル信号方式

局

間

個 別 線 LM,SRM,+D,SRD

共 通 線 No.7共通線信号方式

環境条件
温 度 10～40ロC

湿 度 80%以下

プ ロ グ ラ ム 言語 高水準言語(CH】LL)

注:略語説明 BHCA(Busy Hour Cal!sAtempt:数字受信完了呼数)

DP(DlalPuIse),PB(Push Button)
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ードゥェアのモジュールを共用しており,共通基本機能に加

入者線交換機能を付加することによりD70交換機を,また中

継交換機能あるいは関門交換機能を付加することによりD60

交換機を実現している｡このような共用化により開発負担を

低減させるとともに,ハードウェアの量産効果を向上させる

大きな特徴をもっている｡D60･D70交換機の全容については

各種の発表も多いので,本稿では,本特集号の掲載論文｢D

60･D70ディジタル交換システム+1)で述べている設計のねら

いを受けて,統一的なアーキテクチャを中心とした主要な構

成技術を紹介する｡

B D60･D70交換機の構成

D60･D70交換機は蓄積プログラム制御方式を採用してお

り,その構成に当たっては,

(1)通信情報の交換に必要不可欠な部分だけハードウェア化

する｡

(2)機能の大部分をソフトウェアにより実現する｡

ことを基本方針としている｡したがって,加入者線交換,中

継交換あるいは関門交換などの機能の差は,大部分をソフト

ウェアで吸収し,ハードウェアへの影響を極力抑えている｡

ここでは,理解を容易にするため,まず基本的なハードウ

ェアについて説明する｡D60･D70交換機は1,000加入者程度

の小局から10万加入者程度の大局まで,従来の交換機でカバ

ーする範囲を大幅に超える範囲への適月]が要求される｡INS

のためのD70交換機の基本的なハードウェア構成は,図1に

示すとおりである｡

交換機は,(1)通信情報を交換する通話路系,(2)加入者ある

いは他局との信号授受を行なう信号処理系,(3)プログラムに

よりシステムを制御する制御系及び(4)保守運用系の四つの

ブロックから構成されている｡

(1)の通話路系は呼の集束を行なう集線部,通信情報の交換

を行なう時分割スイッチから成っている｡

アナログ方式の電話加入者線,又は中継線の信号は,シス

テム内で直ちにPCM(Pulse Code Modulation)(8ビット/

サンプル×8kサンプル/秒=64kビット/秒)に変換される｡

*
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図I D70交換機のハードウェア構成 ハードウェア構成は,通信情

報を交換する通話路系,加入者あるいは他局との信号授受を行なう信号処理系,

プログラムによりシステムを制御する制御系及び保守運用系の四つのブロック

から構成されている｡

内部の処理はすべてディジタル信号で行なわれ,各装置間は

標準化したディジタルインタフェースをもつ｡集線スイッチ,

時分割スイッチは,8ビット単位のディジタルスイッチであ

る｡アナログ加入者線,ディジタル加入者線はそれぞれの加

入者回路部に収容される｡

(2)の信号処理系は加入者線の信号を送受する加入者線信

号装置,中継線の信号を送受するトランク回路と中継線信号

装置及び交換局の交換機制御系が他局のそれと直接情報送受

を行なう共通線信号装置から成る｡

(3)の制御系は蓄積プログラム制御により,システム全体の

制御を行なう部分であり,中央制御装置,データチャネル,

主記憶装置,補肋記憶装置などから成る｡

(4)の保守運用系はシステムの監視書式験装置,保守運用のた

めの入出力装置から成る｡

図2にD70交換機の外観を示す｡

田 アーキテクチャの統一

3.1 交換1幾種の統合

加入者線交換機,中継交換機,関門交換1幾の機能差は主と

してソフトウェアで吸収する｡ハードウェアの面では,加入

者線交換だけ集束機能が必要なので,中継交換機,関門交換

機の場合には図1の加入者線交換機から集線部を取り去った

形となる｡

通話路系の中枢部分は64kビット/秒のディジタル交換ス

イッチであるので,ディジタル回線はそのまま接続できるの

はもちろんであるが,アナログ回線はアナログーディジタル変

換を回線対応部に設けて接続できる｡例えば,国=の加入者

線側に着目すると,アナログ加入者線,ディジタル加入者線

の数に応じて各々の加入者回路を増減すれば,任意の割合でア

ナログとディジタルを併合した交換機が容易に実現できる｡

INSあるいは関門交換機能のためには,信号機能の高度化

を要し,共通線信号方式を用いるが,個別信号,共通線信号

のトラヒックに応じて図1に示す信号処理系内の対応装置を

㍗iii芦篭

図2 D70交換機 l万加入者を収容する局

は,約ZO架で構成される｡架の大きさは幅0.65m,奥

行0.45m.高さ2.75mである｡

増減すればよい｡

3.2 統一的な通話路構成2)

従来の電磁スイッチを用いた交換機では,クロスボイント

スイッチが高価なため加入者線交換用,中継交換用,また小

規模用,大規模用と用途ごとにトラヒッタとクロスボイント

数とのトレードオフで,スイッチ構成を最適化した機種を用

意していた｡ディジタル交換機ではディジタル信号で交換を

行なうことにより,スイッチは高速時分割多重で使用される

ため比較的低コストで広い範囲に適用可能なスイッチを構成

できる｡また,それによりビルディングブロック化も容易に

なる｡

このためのスイッチの構成を図3に示す｡集線スイッチで

は多重集線化を行ない,加入者線のトラヒッタ状況に応じて

16:1-2:1の集線比を設定できる｡中央の時分割スイッ

チではタイムスロット入替え(Tスイッチ),ハイウェイ入替

え(Sスイッチ)により交換が行なわれる｡スイッチ構成には

増設性,トラヒッタ特性の点で優れたT-S-T形式を用いてい

る｡Tスイッチは,1,024多重の時間スイッチLSIを用いてい

る｡Sスイッチには空間スイッチLSIを用い,D70交換機では

16×16,D60交換機では32×32まで拡大できる｡スイッチは容

量に応じ,ユニット単位又はパッケージ単位でのきめ細かな

増設が可能である｡図4は加入端子数とスイッチのハードウ

ェア量の関係を示したものである｡広い範囲にわたり直線状

であること,すなわち,小局から大局まで同一アーキテクチ

ャのスイッチでカバーできることを示している｡

3.3 機能負荷分散形マルチプロセッサ構成3)･4)

交換システムの必要処理能力は,1時間当たり2万呼から

45万呼までの範囲が要求される｡従来は3種類のプロセッサ

でこの範囲をカバーしており,それぞれのプロセッサ系列ご

とのソフトウェアの維持管理が大きな負担となっていた｡同

一命令体系をもち数種の実行速度のプロセッサ系列を準備す

るとしても,その開発工数は多大である｡D60･D70交換機で

はこの問題を解決するため,プロセッサのビルディングプロ



D60･D70ディジタル交換機のハードウェアとソフトウェア 761

集線スイッチ

制御/モリ

(苦言昌蓋6･♯5)

ハイウェイ

時分割スイッチ

1.024

(韓5を指定)

Tスイッチ

ゴ1

Sスイッチ

-

一

●

㈱
ト
H
小
+
-
/
～

2 4 6 8 10

加入者回線数(万)

チッイ

ゴ

ス丁

図3 集線スイッチ,時分割スイッチの構成 集線スイッチ,時分割スイッチともトラヒック条件に応

じてスイッチの数を増減でき,ユニット単位又はパッケージ単位でのきめ細かな増設が可能である｡
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図5 機能負荷分散形マルチプロセッサ構成 図の矢印に示す端子

数や回線数の増加に応じて.プロセッサ台数を増減することにより,必要能力に

応じたシステムーを構成できる｡

ック構成ができる機能負荷分散形マルチプロセッサ方式を採

用している｡

(1)機能負荷分散方式

プロセッサ群をソフトウェアの機能分割に従い,二つのグ

ループに分ける｡すなわち,機能分散を行なっている｡図5

に示すように第1群は加入者線や中継線の信号を処理する信

図4 スイッチ♂)ハードウエア量

直線性が良いことは,加入者数に応じてハー

ドウェア量が選ペることにより,広範囲の局

が構成できることを示す｡
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図6 マルチプロセッサ能力 プロセッサ台数増加に伴う能力低下は

少ない｡プロセッサ8台で45万BHCAを達成する｡

号プロセッサであり,第2群は呼の接続を制御する呼制御プ

ロセッサである｡両プロセッサは共に構成は同一であり,

VLSIを使用している｡両群の70ロセッサ間相互通信は専用に

設けたプロセッサ間通信装置で行なう｡ここに示した第1群

の信号プロセッサ群は,主として回線規模に比例した処理能

力が求められるので,回線規模に比例した台数だけ設置され,

第2群の呼制御プロセッサ群は同様に呼の接続頻度に比例し

て設置される｡すなわち,それぞれのプロセッサで負荷分散

が行なわれる｡

(2)メモリ結合マルチプロセッサ方式

第2群の呼制御プロセッサは,共通メモリで結合されたマ

ルチプロセッサである｡交換機は,共通資源を大群化して高

効率使用することを基本としている｡そのため共通資源管理

データを1箇所の共通メモリヘ集約した｡ただし,この共通

メモリへのアクセス享頃度は低いので,6～8台の時制御プロ

9
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セッサを接続してもプロセッサ効率を低下させることはな

い｡図6はその様子を示すもので,この台数の範囲では直線

性をもち,台数増加に伴う能力低下は少ない｡

(3)縮退構成

小さい局に対しては,上記の最小構成よりも更に経済化を

図りたい｡この要求にこたえるため,一つの物理的なプロセ

ッサに,論理的な信号プロセッサ,呼制御プロセッサの両者

を収容して時分割多重使用する構成も可能としている｡これ

を縮退構成と呼ぶ｡

3.4 拡張性に富むプログラム構造5)

D60･D70交換機のプログラム開発規模は,メガステップに

も及んでおり,しかも今後新しい通信サービスニーズに対応

して年々5～10%の割合で増加していくことが予想される｡

これを円滑に行なうためには,機能追加あるいはハードウェ

アの変更に対処が容易なプログラム構造が必要である｡この

ため階層的なモジュール構成をとっている｡その基本概念を

模式化して図7に示す｡

人間が電話で通信する場合の動作は図7に示すように,(1)

頭の中で通信相手と利用するサービスを思い浮かべ,(2)電話

機端末を操作することによって,(3)電気信号を交換機に送

る,という具合に抽象度の高い動作から低い動作に移行する｡

プログラム構造は呼制御手順を上記の人間の動作手順に対応

させて,それぞれ接続制御階層,端末制御階層,ハードウェ

ア制御階層に分割した階層構成を採用している｡具体的なシ

ステム構成を図8に示す｡前記階層の中で,中･下位の端末

制御階層,ハードウェア制御階層は交換機のハードウェア構

成要素,すなわち加入者回路,通話路スイッチ,中継繰回路

に対応させて分割を行ない,それぞれでモジュール構成する｡

上位の接続制御β皆層は通信サービスに対応したモジュールと

し,かつ,これを上位モジュールとして位置づけ,下位の端

末制御階層の各モジュールを組み合わせて制御する｡上記分

割によるそれぞれのモジュールをサブシステムと呼び,マル

チプロセッサ構成ではこのサブシステムを単位として,各プ

ロセッサに機能配置する｡

すなわち交換システムの機能は,図7に示すように抽象度

の高い部分機能は上位に,抽象度が低い(すなわちハードウェ

ア依存度の高い)部分機能はハードウェア対応のモジュール

に,それぞれ独立要素として分割され対応している｡したが

人間の通信手順

(1)サービスの要菜

(例:天気予報を児きたい)

(2)端末の操作

(例:-177'ダイヤル)

(3)電気信号の遠出

(例:ダイヤルパルス)

+ _

注:⊂=弓> 制御情報の茂れ

一一-一 級能的対応限係

交換機の制御手順

(6)要来合析と接続指示

(例:天気予報アナウンスヘ接続)

(5)端末操作状況の再現

(例:ダイヤル数字=`†77')

(4)電気信号の再生

〔例:ダイヤル′くルス横地)

‾

｢

ハードウェア(信号婁置,通話路装置など)

__+

制御階層
rヽ

接続制御階層

端末制㈲階層

ハードウェア

制御階層

図7 交換機制御機能の階層化 人間の通信手順は,=頭の中で通信

相手と利用するサービスを思い浮かべ,(2)電話機端末を操作することによっ

て,(3)電気信号を交換機に送る｡D60･D70交換機のプログラムは.上記手順川～

(3)に対応させた階層構造を基本としている｡
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って,本システムは,ソフトウェア･ハードウェアの機能変

更が容易で流用性が高い｡

ソフトウェアに対する機能追加の実例として,アナログ電

話機制御機能に対し,ディジタル端末制御機能を付加する場

合の追加,改造及び流用の状況を図9に示す｡同図に見るよ

うに,全体としての流用性が高いこと,また,部分機能とサ

ブシステムとの対1芯が良いことが理解されよう｡

田 ディジタル加入者線インタフェースの提供

ディジタル加入者線インタフェースの提供に当たっても,

アナログインタフェースとの処理の差異をソフトウェアで吸

収し,ハードウェアの負担が最小となる構成をとっている｡

ハードウェアの構成については,アナログ加入者用機器のイ

ンタフェースにディジタル加入者用機器のインタフェースを

合わせているので,ディジタル加入者を容易に収容できる｡

ハードウェアを収容する部分は集線装置である｡図10に示

すように,アナログ加入者線は加入者線インタフェース装置

〔頭重≡重⊃
●接続制御

●回線資源管理

加入者確サアシステム

●加入者顔制御

加入者挨監視

加入者穎駆動

ダイヤル数字受信

加入者回路

通話路サブシステム

●通話路制御

●通話路駆動

中継壌サブシステム

中継確執都

中鉄線監視

中継線駆動

選択数字送受信

周届出W]輯接階

榊
囁
一
→
品

叫
哺
陪

一

ハ
+
ソ
軌

通話路スイッチ

中経頻回路

図8 ソフトウェア構成 上位のサブシステムは,下位サブシステムを

組み合わせて制御する｡下位サブシステムは,それぞれハードウェアに対応す

る｡

比 率

0.5 ト0

呼 制 御

サブシステム

加入者綬

サ7システム

通 話 路

サブシステム

中 鰐 綬

サブシステム

全 体

⊂車重垂亘亘二]
●ディジタル1リンク接続サービス

●DDX網中継サービス

●発信者番号表示サ▼ビスなど

●ディジタル電話携制御

●ディジタル公衆電話捷制御

●ディジタルlリンク接続制御

●DDX対向中継線制御

新規じ追加したプログラム

アナログt啓鼓制御プログラムを改造したプログラム

アナログ一階横制御プログラムを兼用Lた7[lグラム

図9 1幾能変更に伴うソフトウエア変更量の評価 棒グラフは,基

本となるアナログ電話機制御機能に対し,ディジタル端末制御機能を付加した

場合のソフトウエアの変更量を比率で示したものである｡モジュール化により

全体としてのン充用性が高く,また部分機能とサブシステムとの対応が良い｡



に,ディジタル加入者線は加入者線端局装置にそれぞれ収容

される｡両者は集線通話路装置に対し,同一のインタフェー

スをもつ｡具体的には加入者当たり64kビット/秒の情報チャ

ネルと64kビット/秒の信号チャネルを設定し,加入者種別に

よらない統一的なインタフェースになっている｡

ディジタル加入者線は64kビット/秒と16kビット/秒の二

つの情報チャネルをもっており,16kビット/秒のチャネルは

加入者線端局装置で唱4kビット/秒に変換される｡これらチャ

ネルは独立した二つの呼として接続される｡信号チャネルは

8kビット/秒であり,各々の情報チャネルに4kビット/秒が

加入者側インタ7ェ

i

情

報

集積通話路装置

集線スイーソチ

(集線多重化)

時分割

スイソチ

アナログ

電話機〔アナログ音声信号〕

ディジタル

電話機

ディジタル端末

加入者綬インタフェース妾荘

加入者回路

加入者回鶏

64kビット/抄

(ディジタル信号〕

捕報(64kビ･ノト/抄

＋16hビット/抄)

厚別8化/ト/抄)

加入者綿端局装置

加入者固執

加入者珂路

､抄

抄

アナログ用
信 号 回 路

ディジタル用

信 号 回 路

プロセ･ンサ側インタフェース

図川 ディジタル加入者緑の収容 集線通話路装置の加入者側インタ

フェース及びプロセッサ側インタフェースをアナログ加入者用に合わせること

により,ディジタル加入者線の収容が容易となった｡

D60･D70ディジタル交換機のハードウェアとソフトウエア 763

割り当てられている｡4kビット/秒の速度とは0.25ms間隔で

ビット信号送受が行なわれることを意味する｡これに対しアナ

ログ電話機の信号,例えばダイヤル回転形電話機のパルス信号

の発生間隔は50-100ms程度である｡したがって,従_釆に比べ

ディジタル加入者用信号回路の処ヲ聖は3桁も高速処理が必要

である｡これを処理するため集線通話路装置内にディジタル用

の専用信号回路を設置した｡本信号回路はプロセッサインタフ

ェースに接続され,主要な処理はソフトウェアで実行される｡

このように加入者回路部をディジタル用に置き換え,専用

の信号回路を付加することにより容易にディジタル加入者線

インタフェースの提供が可能となる｡

凹 既存網との接続

D60･D70交換機は既存網への埋め込みが設計条件とされて

おり,既存網との接続機能が必要である｡

既存綱とのインタフェースは(1)アナログ中継線,(2)アナロ

グ加入者線,(3)ディジタル中継線,(4)DDX(DigitalData

Exchange)中継線,(5)DDX加入者線が主なものであり,これ

らとD60･D70交換機はインタフェースがとれねばならない｡

アナログ中継線に対してはアナログトランク回路と伝送系

の端局装置によりアナログ･ディジタル変換処理などを行な

っている｡ディジタル中継線に対しては伝送系の端局装置か

ら直接,時分割スイッチインタフェースに入力される｡

DDX中継線に対してはDDX用トランク回路によりDDX速

度の(3.2kビット/秒×∧r)からD60･D70‾交換機の64kビット/

秒に速度変換される｡

DDX加入者についても4章で示したディジタル加入者線

インタフェース機能を利用しD70交換機への収容を可能とし

ている｡64kビット/秒のデータはDDX端末側に設けた速度変

換装置によr)DDX端末速度に変換きれる｡

アナログ加入者線との接続は,その収容線数がディジタル

外来イ

ンパノ北5kVアナログ

390mV■

呼出ベル信号

16Hz
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加入者回路

｢

遍品; チ
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図Il加入者回路の構成 加入者回路は,交換機側に設置されるアナログ電話機回線対応回路部で交換機の約÷のハードウェア量を占めており.この経済性

が重視される｡D70交換機では.量産時の経済性をねらい,4種の+Slにより全電子化を達成している｡
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制御系
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DlO D70

加入者線交換機

図12 新旧交換機の架の延長距離 D60･D70交換機の架の延長距離

は.全電子化により電磁スイッチを使用したアナログ交換機D10に比べ大幅に

小形イヒされている｡

加入者線に比べ当面圧倒的に多いことから,ディジタル交換

機の構成に当たり最も工夫を要する部分である｡D70交換機

の大きな特徴は,アナログ加入者インタフェースの加入者回

路を世界に先駆けて全面的に電子化している点にある｡

5.1 全電子化加入者回路6)

模式化したブロック図を図‖に示す｡この回路の技術的開

発ポイントは,数キロメートルに及ぶ加入者線路に誘導され

る大きな外来インパルスや同相交流雑音に耐え,従来の電磁

式電話機のベルを動作させる交i充信号を送り,なおかつ可聴

周波音声信号に十分なSN比を確保することである｡

加入者線交換機にあっては,この加入者回路部がコスト面

で最重点部分でもある｡したがって,回路方式とデバイステ

クノロジーには,技術トレンドを考慮して量産時に最も経済

的となる技術を用いている｡

(1)従来リレーを用いていた切換回路はRT(Ringing,Testト

LSIにより置き換えた｡本LSIはPNPNスイッチ11個を含み,

電話機のベルを鳴らすための240V｡-｡交流信号や外来雑音に

耐▲えるため,320V級の高耐圧誘電体分離プロセスを用いてい

る｡

(2)電磁式電話機に使用しているカーボンマイクロホンに流

す通話電流の供給,音声通話路の2線4線変換などの機能を,

電流ミラー回路を基本としたアナログ回路で構成したものが

BSH(Battery feed,Supervision,Hybrid)-LSIである｡60V

級のPN分離プロセスを用い,相補対称回路の使用により加

入者回路の大地に対する平衡度を40dB以上に保ち,かつ多量

の同相帰還により低雑音化〔く一76dBmOp(0.1mV)〕を実現

している｡

(3)PCMは8kサンプリング/秒の速度で行なわれるので,4

kHz以上の信号は除去する必要がある｡このためのフィルタ

にはスイッチドキャパシタ方式を用いている｡PCMの符号復

号化は〟-1aw庄伸によるもので,8ビット符号化により13ビ

ット相当の伝送を行なう｡このフィルタ,符号復号器は

CMOS(ComplementaryMetalOxideSemiconductor)技術

によりCODEC-LSIとして1チップ化している｡

l司 小 形 化

D60･D70交換機はLSIを大幅に採用して,小形化を実現し

ている｡アナログ交換機DlOとの架延長比較を図12に示す｡D

12

60交換機では約70%,D70交換機では約40%の低減効果であ

る｡

通話路系,信号処理系での架延長の大幅な低減は,電磁ス

イッチがLSI化時分割多重ディジタルスイッチに置き換えら

れたことによる｡D60交換機に比べD70交換機でイ氏減幅が少な

い≡哩由は,加入者回路部が付加されるためである｡

制御系では,64kビットあるいは256kビットといった通常

のメモリLSIのほかに2/JmCMOS技術を用いてプロセッサ

用LSIを3品種開発した｡中央制御部装置はマイクロプログ

ラム制御方式を用いた命令実行演算ユニットと割込制御など

のユニットの計2種のVLSIから構成されている｡またデータ

チャネルはマイクロプログラム制御方式を用い,データスト

ラクチャ,コントロールストラクチャを含め14kゲートを1

チップVLSI化している｡

更にセミカスタムLSIを多用し,小形化を図っている｡な

お,採用したLSIの詳細については,本特集号の別論文｢D60･

D70ディジタル交換機のLSI+7)を参照されたい｡

l】 結 言

以上INSの中核を担うD60･D70ディ

ついて紹介した｡ハードウェア,ソフ

ジタル交換機の開発に

トウェア両面での

(1)ビルディングブロック構成の徹底

(2)インタフェースの標準化

及びハードウェアでの

(3)LSIの大幅適用

により統一アーキテクチャによる全領域への適用などの開発

のねらいを満たすことができた｡

本交換機は本格納入が開始されており,国内のディジタル

通信網構築へすなわちINS実現に大きく寄与するものと期待

されている｡

終わりに,本システムの開発に当たり,御指導をいただい

た日本電信電話株式会社の関係各位に対し厚く御礼申し上げ

るi欠第である｡
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